
環境市民会議 報告事項 
 
 
１ 武蔵野市役所における環境マネジメントシステムの変更について 

 平成29年２月をもって平成12年より運用してきたＩＳＯ14001に基づく環境マネジメン

トシステムを終了し、４月より市独自の新しい環境マネジメントシステムを開始する。 

   
  ◆ＩＳＯ14001 に基づく環境マネジメントシステムの終了 
   ＜これまでの成果＞ 
    ○エネルギー、資源の使用やごみの排出に関する行動・価値観の定着 
    ○クリーンセンターや学校等における汚染・公害対策の徹底 
   ＜課題＞ 

○国際規格であるため、柔軟性がないこと 
○有効性が頭打ちになりつつあること 

 
  ◆新しい環境マネジメントシステムについて 
   ＜名称＞ 
    武蔵野市環境マネジメントシステム 
   ＜概要＞ 

ＩＳＯ14001 環境マネジメントシステムで養ってきたノウハウを生かし、行政と 
いう立場で有効性の向上を図りながら、使いやすく、分かりやすいシステムとする。 

 
 
２ 市民会議の今後のスケジュールについて  

 

回（時期） 内容 

第 10 回（３月中旬～下旬） 

○生物多様性の基本方針（パブコメ後） 

○エネルギー施策について 

○地球温暖化対策実行計画について 

第 11回（４月～５月） 新クリーンセンター見学会 

第 12回以降 未定 

 

＜資料２＞ 
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